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来週の投資戦略（10/13-16）
プライム 683銘柄削除候補で

2026 年 10 月 11 日

小松 徹

注目事項 － 見所

7-9 月期期米銀決算 ― J.P.モルガン・チェース、ゴールドマン・サックスなど。
10 月 14 日、９月米消費者物価指数 ― 前年比+3.6％？コア同比+2.5％？
10 月 15 日、7-9 月期 TSMC 決算 ー 粗利率の改善、投資拡大？
10 月 15 日、10 月米小売売上高指数 ー 前月比+0.3％？
10 月 15 日、G20 財務相・中央銀行総裁会議（タイ）―ベッセント米財務長官欠席？

株式市場見通し

先週のわが国の株式市場は日経 225 が 1.1％上昇、TOPIX の 0.3％上昇を上回った。
これは木曜日に TOPIX が 1.5％下落したことが大きく影響している。水曜日引け後に
東証がプライム指数から 683 銘柄を削除候補と発表した。11 月には指数連動の運用フ
ァンドなどが当該銘柄を買わないことを嫌気して売り急ぐ動き、それを材料視して空
売りもあった。発表前の週に海外投資家が TOPIX 先物を 2.2 兆円も売り越したと分
かる。ファンダメンタル重視の投資家には割安になれば、安く買える機会とも言える。
来週は米国金融機関の 7-9 月期決算発表、９月の米消費者物価指数に注目が集まる。

米国企業決算では火曜日に J.P.モルガン・チェース、ゴールドマン・サックス、シテ
ィグループなど、水曜日にモルガン・スタンレー、台湾企業では木曜日に TSMC が発
表する。J.P.モルガンの 7-9 月期決算では一株当たり利益（EPS）が前年比+17％とア
ナリストが予想。業界では高金利商品へのシフトが続いているが、当行の場合には影
響ないか。また、中小銀行ではカードローンの延滞率がリーマンショック以来の高さ
になっているが、当行の貸倒引当金はどうか。同日発表のゴールドマンは環境の良さ
からこれまで 8 割近い増益となったが、先月 CEO が慎重な発言をした。長期金利の
上昇で債券取引の軟調、AI システム関連費用の増加などを示唆した。木曜日発表の
TSMC では粗利率が 67％を上回るか、先端品の増産状況と投資計画などに注目。

さて、国際通貨基金（IMF）と世界銀行の年次総会がタイのバンコクで 12 日から 18
日まで開催される。15 日には G20 財務相・中央銀行総裁会が予定されている。ベッセ
ント米財務長官は参加しない予定という。上下両院議員選挙を前にトランプ米大統領
が大暴れしているので仕事が山積しているのだろう。ウォールストリートジャーナス
紙に財務省内での緊張が詳しく書かれている。多くの官僚が交代したようで、まさに
トランプ氏の第 1 期目を見るようだ。

最後に、水曜日発表の９月の米消費者物価指数について。エコノミストの予想は前月
比+0.6％、前年比+3.6％といずれも前月よりも高くなる。コア指数は前月比+0.2％、
前年比+2.5％と全体と比較すると低い。エコノミスト予想通りであれば、今月末の利
上げはなく、12 月になると予想される。先週公開された連邦公開市場委員会（FOMC）
議事要旨では年内 1 回の利上げが予定されていると分かった。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期大幅増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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